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この目録は， 1998年 12月の近現代東北アジア地域史研究会大会に提出さ

れた f20世紀中国東北地域史の 10年一歴史意識の流れと新たな方向一<資

料集 第 l稿>J (西村成雄s松重充浩，康越z 上回貴子，田淵陽子編纂)を部分

的に修玉し，執筆者名のアルフアベット順に並べ直したものである。もとの

目録が，採録にあたって典拠としたのは， 1989 ~ 1997年については， ~史

学雑誌』の「回顧と展望J，松本俊郎 f1930年代の『満洲』問題を対象とす

る研究所・研究論文の目録 1989・1990年代の出版物を中心にJ，松重充浩

f1990年代以降の日本における近代中国東北地域史関聯専著単行本リスト」

を，また 1998年分については， ~史学雑誌~ f文献目録(東洋史rr)J，~東洋
史研究』の「近刊叢欄J~史学雑誌~， ~東洋史研究~， ~アジア経済~， ~社会
経済史学』のこの年の各号である。

この目録は 1980年代終わりから 90年代にかけて， 日本国内においてなさ

れた近現代東北アジア地域史研究の全容を明らかにする試みのーっとして編

纂されたものであるが，もともと近現代東北アジア地域史研究会大会のため

に編纂されたということもあって，対象とする時期の白木に於ける近現代東

北アジア地域史関係、文献目録としては網羅性に欠けている。たとえば，この

時期に日本国内の機関で盛んに編纂された資料呂録や文献目録は収録されて

いないし、また資料として価値のある回想録などの採録洩れもある。これは、

『東洋学文献類目~ (京都大学人文科学研究所附属東洋学文献センター)， ~発展

途上地域日本語文献目録~ (アジア経済研究所図書資料部)， ~雑誌記事索引~ (国
立国会図書館)などからの採録を行わなかったためであろう。また、いうま

でもないことであるが，もとの目録が編纂された後， 1998年から 2000年ま

での文献も収録していない。

しかし，これまで近現代東北アジア地域史にかかわる刊行物については，

内，“nud
 



これまで本格的な目録が編纂されていないために， r予備版」あるいは「暫
定版」としての価値は十分にあるために，本号に掲載することとした。本来

であれば，もっと早くに掲載し，その後のフォローを行うべきであったろう

が，その作業はなおなされていなし、。本目録を基礎に， 1998年以降の研究

状況あるいは問題関心を反映させるとともに，本目録の対象としている時期

についても，収録洩れを補う作業を今後行うことによって，より完全な目録

を編纂することを目指すことが必要で、ある。また，本目録では，外国におけ

る文献を収録していないが，今後これらも補充していく必要があろう。 21

世紀を迎える節目ということに研究上の意味はあるわけではないが、本年ま

での研究状況や資料状況をできるだけ完全におさえることは、今後の研究の

進展のために重要であるばかりでなく、新たに研究する場合にも有用なもの

となろう。

現在ではさまざまの図書館の Webpageや NACSISWebcatなどで，必要な

文献は検索できるが，それでも雑誌論文，単行書・叢書の章別索引，資料集

などを網羅した主題書誌の必要性は決して弱まっていない。むしろそれぞれ

の文献の内容までを吟味して収録した目録(および解題)の重要性，すなわ

ち研究ガイドや研究のための資料ガイドの必要性は今後もさらに強まるもの

と考えられる。

この目録を基礎に，本研究会会員の知る文献を集成し，それをいつでも誰

でもが利用できるように共有することが必要で、あろう。印刷体の目録は研究

の深化のためには，今後も重要な役割を果たすと考えられるが，同時に Web

page上で公開することも必要であろう。

なお、記述の不足はできるだ、け補ったが、短期間の作業であったために、

全てを修玉できたわけではない。この点も今後修正していく必要がある。

(にしむら しげお大阪外国語大学，まつしげみつひろ・

県立広島女子大学，いむら でつお・新潟大学人文学部)
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近現代東北アジア地域史研究の 10年

-1989 ~ 1997年一:文献目録

A 

阿部洋「中国近代学校史研究」福村出版， 1993年。

愛新覚羅j専傑著 金若静訳n専傑自伝』河出書房新社， 1994年。
愛新覚羅顕卒・江守五夫共編「満族の家族とネ士会』第一書房， 1996年。

愛新覚羅頗蒲『清朝の王女に生まれて』中央公論社， 1990年。

秋永芳郎『満州国』光入社， 1997年。

秋永芳郎『満州国一虚構の国の初径一』光入社， 1991年。

安藤彦太郎編『近代日本と中国』汲古書院， 1989年。

蘭信三 n満州移民Jの歴史社会学』行路社， 1994年。
浅田喬二「満州農業移民と農業・土地問題J小林英夫編『近代日本と植民地

3 植民地化と産業化』岩波書府， 1993年。

浅田喬二「戦前日本における植民政策学の二大潮流についてJ~歴史評論』
513， 1993年。

浅田喬二『増檎 日本帝国主義と植民地地主制一台湾・朝鮮・「満洲」にお

ける日本人大土地所有の指摘分析」龍渓書舎， 1989年。

浅田喬二編『近代日本と植民地 4統合と支配の論理』岩波書庖， 1993年。

B 

Batbayar. Ts， Sharukhun. D r 1920年代におけるモンゴ、ル・ロシア関係とウリ
ヤンハイ問題J~一橋論叢~ 1998年。

C 

陳志山訳『馬占山と満州、|一英雄・烈士となった元馬賊の生涯一』エイジ出版，

1990年。
張承志梅村坦編訳『殉教の中国イスラム』亜紀書房， 1993年。

趨雲鵬糠谷由里訳「中国遼寧省柏案館所蔵歴史文書とその利用J~アジア

経済~ 37-5， 1996年。
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中国朝鮮族青年学会編 館野哲他訳『聞き書き中国朝鮮族生活誌』社会評論

社， 1998年。

中国引揚げ漫画家の会編『ボクの満州一漫薗家たちの敗戦体験』亜紀書房，

1995年。

D 

ドムチョドロップ著森久男訳『徳王自伝』岩波書庖， 1994年。

E 

易顕石『日本の大陸政策と中国東北』六興出版社， 1989年。

江成常夫「まぼろしの盟・満州』新潮社， 1995年。

江夏由樹「中国史における異民族支配の問題Jr一橋論叢~ 114-4， 1995年。

江夏由樹「奉天地方官僚集団の形成Jr一橋大学研究年報 経済学研究~ 31， 
1990年。

江夏由樹「近代中国の旧奉天地方権力と地域エリートJr歴史学研究~ 651， 
1993年。

江夏由樹「近代東三省社会の変動J溝口雄三ほか編『周縁からの歴史~ 1994 
年。

江夏由樹 r1日奉天省撫順の有力者張家についてJr一橋論叢~ 102-6， 1989 
年。

江夏由樹 rl日錦1'1'1官荘の荘頭と永佃戸Jr社会経済史学~ 54-6， 1989年。
江夏由樹「満州l国の地籍整理事業についてJr一橋大学研究年報 経済学研

究~ 37， 1996年。

江夏由樹「辛亥革命後， 1日奉天省における宮地の払い下げJr東洋史研究』
53-3， 1994年。

江夏由樹「辛亥革命後の盛京戸部官荘の払い下げについてJr清代史論叢:
松村潤先生古希記念』汲古書院， 1994年。

江夏由樹「清末， 1日奉天省における地主制の再編成J史学会編『アジア史か

らの聞い」山川出版社， 1991年。

江夏由樹「土地利権をめぐる中国・日本の官民関係Jrアジア経済~ 38・1，
1997年。

遠藤興一「植民地支配下の満州社会事業Jr明治学院論叢:社会学・社会福
祉学研究.!I454， 1990年。
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」

遠藤興一「満州社会事業の実施状況についてJW明治学院論叢:社会学・社
会福祉学研究~ 86， 1991年。

遠藤隆俊 F作為された系譜Jr集刊東洋学J(東北大学中国文史哲研究会)75， 
1996年。

遠藤隆俊 rm文程とその時代JW東洋史論集~ (東北大)6， 1995年。

F 

夫馬進「超憲『東還封事』にみえる中国報告Jr辺境社会~ 1989年。

夫馬進「関鼎重『燕行日記』に見える王秀才問答についてJr民族問題~ 1991 

年。

古市大輪「光緒初年盛京行政改革の財政的拝啓一東三省協飼の不足と養廉確

保の意図ーJW東洋学報~ 79， 1997年。
古市大輪「清代乾隆年間の採買政策と奉天華北への奉天米移出j鈴木将久ほ

か編『小冷賢一君記念論集』東京大学文学部中文研究室， 1993年。

古市大輔 ry青代後期の盛京行政とその変容JW史学雑誌~ 105・11，1996年。
古厩忠夫「環日本海地域の歴史像」古厩忠夫編『東北アジア史の再発見ー歴

史像の共有を求めて』有信堂高文社， 1994年。

古厩忠夫編『東北アジア史の再発見ー歴史像の共有を求めて』有信堂高文社，

1994年(環日本海叢書 3)。

二木博史 Fダムパドルジ政権の敗北JW東京外国語大学論集~ 42， 1991年。
二木博史「モンゴノレ人民党第一回大会とブリヤート人革命家たちJW一橋論

叢~ 120-2， 19980 
二木博史「モシゴ‘ル人民党成立史の再検討一『ドクソムの回想』な中心にー」

『東京外国語大学論集j49， 1994年。

二木博史 Iリンチノとモンゴル革命Jr東京外国語大学論集~ 51， 1995年。
二木博史「大モンゴ、ル国臨時政府の成立JW東京外国語大学論集~ 54， 1997 

年。

古屋哲夫 rw満洲国』の創出」山本有造編 wr満別国j の研究』京都大学人文
科学研究所， 1993年。

G 

「外務省警察史 3満州の部j 不二出版， 1997年。継続復刻。

『現代中国研究案内』岩波書居， 1990年(岩波講座現代中国 別冊 2)
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H 

浜口裕子「満洲事変と中国人J~法学研究~ (慶応義塾大学法学研究会)64・11，

1991年。

浜口裕子『臼本統治と東アジア社会一植民地朝鮮と満測の比較研究ー』勤草

書房， 1996年。

浜口裕子「橘撲と石原完爾一『東洋民族解放論』と東亜連盟論J山本秀夫編

『橘撲と中国』勤草書房， 1990年。

浜口裕子「一九三0年代半ばの対満蒙政策立案に関する一考察」中村勝範編
『近代日本政治の諸相』慶応通信， 1989年。

浜口裕子 r~満所|医I~ の中国人官吏と関東軍による中央集権化政策の展開」
「アジア経済~ 34・3，1993年。

演下武志「朝貢と条約一東アジア開港場をめぐる交渉の時代一八三四一九四」

溝口雄三ほか編『周縁からの歴史』東京大学出版会， 1994年。

演下武志「東アジア史に見る華夷秩序JW国際交流~ 62， 1993年。
原輝之『シベリア出兵革命と干渉 1917・ 1922~ 筑摩書房， 1989年。
原庫之『ウラジオストック物語』三省堂， 1998年。

原田環「清における朝鮮の開国近代化論J~史学研究~ 203， 1993年。

畑中幸子・原山爆編『東北アジアの歴史と社会』名古屋大学出版会， 1991 

年。

波多野太郎監訳『滞儀 1919 ~ 1924紫禁城の廃帝 』東方書庖， 1991年。
東アジア近代史学会編『日清戦争と東アジア世界の変容』上・下，ゆまに書

房， 1997年。

広田鋼蔵『満鉄の終鷲とその後一ある中央試験所員の報告一』青玄社， ..1990 

年。

菱木正晴「東西本願寺教団の植民地布教」浅田喬二編『近代日本と植民地 4

統合と支配の論理』岩波書庖， 1993年。

本多健吉ほか『北東アジア経済圏の形成J新評論， 1995年。
堀千鶴子「大連婦人ホームにおける婦人救済事業の実態とその意義J~御茶

の水女子大学女性文化研究センタ一年報~ 8， 1995年。

星野昌裕「中国共産党の民族政策の一考察J~法学政治学論究~ (慶藤義塾大
学大学院法学研究科)27， 1995年。

1992年。
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細谷良夫「マンジューグ‘ルンと『満洲国~J 柴田三千雄ほか編『シリーズ世

界史への聞い 8 歴史のなかの地域』岩波書庖， 1990年。

細谷良夫「清朝勃興期の史跡J~秋大史学~ 36， 1990年。

I 

飯島渉「中国近代における常関制度J~社会経済史学~ 56-3， 1990年。

飯島渉 f近代中国における公衆衛生と検疫J~歴史学研究~ 704， 1997年。

生駒政則「中国革命と内モンゴ、ル問題」池田誠ほか編『中国近代化の歴史と

展望』法律文化社， 1996年 (20世紀中国と日本 下巻)。

生駒雅則「ダムパドγレジ政権下のモンゴ、ノレJ狭間直樹編『一九二0年代の中
国』汲古書院， 1995年。

生駒政則 fジャー・ラマとコブド問題モンゴ、ル人民共和国形成期における

民族問題の一考察JF史林~ 72・3，1989年。

生駒政則「シベリア内戦とブリヤート・モンゴ、ル問題JFスラヴ研究~ 41， 

1994年。

今井駿「張学良と西安事変J~季刊中国~ 20， 1990年。

井村哲郎編『満鉄調査部一関係者の証言一』アジア経済研究所， 1996年。

井上晴樹『旅順虐殺事件』筑摩書房， 1995年。

井上勇一『鉄道ゲージが変えた現代史ー列車は国家権力を乗せて走るー』中

央公論社， 1990年(中公新書)

井上勇一「東支鉄道をめぐる日ソ関係」小林英夫編『近代日本と植民地 3 

植民地化と産業化』岩波書府， 1993年。

石堂清倫『大連の日本人引揚の記録』青木書居， 1997年。

石橋秀雄「清朝入関後のマンジュ (M釘胆)満測の呼称をめぐって」石橋秀

雄編『清代中国の諸問題J山川出版社， 19950 

石橋秀雄 f清初のハン HanJ ~歴史と地理~ 453， 1993年。

石橋崇雄「マンジュ王朝論J，森正夫ほか編『明清時代の基本問題』汲古書

院， 1997年。

石橋崇雄「満文~haniaraha gucu hoki i leolen. (御製朋党論)J ~国土館史学M，
1996年。

石橋崇雄 rhaniar油amanju gisun i buleku bi血e，(御製清文鑑)JW国士舘大学
文学部人文学会紀要jJjjlJ冊1，1989年。

石田浩『中国農村の歴史と経済』関西大学出版会， 1991年。

石上正夫『平頂山一消えた中国の村一』青木書庖， 1991年。
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石井明「領土紛争の盛表Jr国際問題~ 445， 1997年。

石井明『中ソ関係史の研究 一九四五一一九五O~ 東京大学出版会， 1990 
年。

伊藤昭雄「橘撲と満州、|協和会一『農民自治』と『民族協和~J 山本秀夫編『橘
撲と中国』勤草書房， 1990年。

伊東隆・滝沢誠監修「明治人による近代朝鮮論影印叢書Jぺりかん社， 1997 

年。

岩井茂樹「十六・十七世紀の中国辺境社会J小野和子編『明末清初の社会と

文化』京都大学人文科学研究所， 1996年。

岩井茂樹「乾隆期の『大蒙古包宴』JZf議難欝艦長1991年。
『岩波講座現代中国~ 1989年。
岩武照彦「中国占領地の経済施策の全貌Jr軍事史学~ 130， 1997年。
岩武照彦『近代中国通貨統一史一一五年戦争期における通貨闘争』上・下，

みすず書房， 1990年。

J 

憲新新 r;1j室j東京大学出版会， 1992年。
徐越庭「日清修好条規の成立J(一)(二)・完『大阪私立大学法学雑誌~ 40-2， 
3， 1994年。

ジョイヨー，フランソワ著 中嶋嶺雄・渡遺啓貴訳『中国の外交』白水社，

1995年。

『十五年戦争極秘資料集』不二出版， 1997年。

K 

蔭山雅博「清末奉天省の教育近代化過程Jr学習院大学東洋文化研究所調査
研究報告~ 40， 1993年。

郭富光「中国遼寧省の民間説話JW立命館文学~ 552， 1998年。
萎在彦『満洲の朝鮮人パルチザン 1930年代の東満・南満を中心として』青
木書底， 1993年。

神戸輝夫・黒屋敬子「呉禄貞と間島問題JW大分大学教育学部研究紀要~14-1， 
1992年。

神戸輝夫・黒屋敬子「初期間島問題における日清間の紛争事件JW大分大学
教育学部研究紀要~ 14・1，1992年。
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神田信夫『日本所在?青代桔案史料の諸相』東洋文庫清代史研究室， 1993年。
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